【エンジニアリング業】
職種：調　達　　職務：発注品工程管理

【概要】

　発注した機器・資材の調達進捗状況のモニタリング及びコントロールを行う仕事。発注品工程管理を含めた調達活動は、設計と建設の中間段階に位置し、プロジェクトの目標達成に向けて成果を具体化する重要な役割をもつ。

【仕事の内容】

　調達活動はその機能に応じて「購買」「発注品工程管理」「検査」の３職務に区分される。

　発注品工程管理（エキスペダイティング：expediting）の対象となる業務は、見積照会、見積書受領、発注、仕様変更、図面の支給またはベンダーからの受領、製作、中間検査、最終検査、輸送・現地到着など、発注者・受注者双方の調達に関わる全ての作業である。

発注品工程管理の担当者（エキスペダイター）は、これらの作業の進行状況を電話・ＦＡＸ・メール・現地訪問など、それぞれの作業に適した方法を用いて確認を行う。

　具体的な作業としては、調達機材個別の納期管理に加え、納期に影響する情報の収集、納期遅延要因に関する社内外関係者との調整などがある。プロジェクト建設全体の工程管理はプロジェクトマネジャー（スケジュールコントローラー）により管理されるが、発注した機器・資材の工程管理に関してはエキスペダイターが責任をもつことになる。

【求められる知識・経験】

（1） 購買の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。また、必ずしも大学の理工学部を卒業していなくても問題はない。ただし、経験者募集の場合には、一定の実務経験（実績）が要求される。

（2） 社内外関係者と円滑に意思疎通しながら様々な業務をコーディネートすることが求められるため、コミュニケーション力、折衝・交渉力、対人関係能力が必要となる。

（3） 英語でのコミュニケーションスキル（メール、電話、対面での交渉・折衝など）

【関連する資格・検定等】

· 特になし

（ただし、会社によっては「ＴＯＥＩＣ」や「下請法講習会」などを受験・受講させているところもある。）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０７１　その他の技術者

